
患者情報と主訴
ソフィー、5 歳、避妊メス、ゴールデンレトリーバー：下顎、腋窩、
膝窩のリンパ節を含む全身のリンパ節腫脹を主訴に来院しまし
た。

ヒストリー
ソフィーは子犬の時にお迎えされました。重篤な病歴はなく、
毎年の定期健康診断で血液の検査、糞便内抗原検査などを
受けています。

ここ 1 週間で、2 回の嘔吐と食欲減退、元気消失が見られま
した。前回の来院から、体重が 9 kg 近く減少していました（た
だし、ソフィーはダイエット中でもあります）。自宅での発咳の
報告はありませんでした。

身体診察
おとなしく、意識清明、反応良好。体温と脈拍は正常、呼吸
数は軽度の上昇あり。ボディ・コンディション・スコアは良好
でした（5/9）。軽度の歯科疾患および全身のリンパ節腫脹が
認められた。その他、特記すべき異常は認められませんでした。

検査プラン
腫大したリンパ節から FNA 検体を採取し、IDEXX の検査セン
ターに送り、細胞診の評価を行いました。その他の検査として、
完全血球計算（CBC）、電解質と IDEXX SDMA™ を含む包括
的な血液化学検査、総 T4、遊離 T4、および UPC を含む尿
検査を行いました。

検査結果
+ �CBC：MCHC の軽度低下と血小板数のわずかな低下が認め

られました。MCHC の変化に臨床的意義はありません。小
板減少症は血小板凝集によるものであり、血液塗抹標本を
評価した結果、血小板数は十分あることが確認されました。

+ �血液化学検査：SDMA の中等度の上昇によって、糸球体濾
過量（GFR）の減少が示唆され、リンパ腫などの腎臓以外
の要因で 2 次的腎障害の可能性が示唆されました。

+ �尿検査：尿比重は正常であり、軽度の尿蛋白（1+）、非活
動性の尿沈渣、UPC の結果は非蛋白尿でした。

+ �甲状腺検査：総 T4 および遊離 T4 は基準範囲内低値でした。

+ �細胞診：初回のリンパ節吸引は、細胞の保存状態が悪く、
崩壊していたため判定不能でした。これは、リンパ組織の細
胞診で一般によく見られることであり、特に細胞が脆弱であっ
たり、採材手法の影響によるものです。

ソフィー：リンパ腫の症例

症例の概要
+ 全身のリンパ節腫脹を主訴に来院。
+ �従来のリンパ節の細胞診では、細胞が崩壊して

いたため、診断には至りませんでした。
+ �完全血球計算（CBC）と血液化学検査、さら

に IDEXX Cancer Dx™ を追加検査に加えました。
結果はリンパ腫に一致し、免疫表現型は B 細胞
と特定されました。

+ �リンパ節の検体を再度提出し、大細胞性リンパ
腫であることが裏付けられました。

+ �ソフィーは腫瘍科に転院し、90 日後の化学療法
の経過は良好でした。



初回の検体を提出した直後にリンパ腫の IDEXX Cancer Dx™
が利用可能になったため、IDEXX Cancer Dx を追加検査に加
えました。検査センターでは、以前に採取した血清と全血を
使用して検査を実施しました。結果はリンパ腫に一致し、免
疫表現型は B 細胞と特定されました。リンパ節検体の再提出
によって、大細胞性リンパ腫の診断がさらに裏付けられました。

胸部および腹部の X 線検査を実施したところ、他臓器を巻き
込む所見は認められませんでした。

血液学検査

24.5 - 31.8 pg

細胞診

血液化学検査

IDEXX Cancer Dx™

診断
IDEXX Cancer Dx および細胞診の結果に基づいて、びまん性
大型 B 細胞性リンパ腫と診断されました。

治療計画とモニタリング
ソフィーは腫瘍科に転院し、90 日後の化学療法の経過は良好
でした。飼い主は、非侵襲的ながん検査がすぐに利用できた
ことに大変喜んでいました。早期診断が行えたことによって、
侵襲性の高い追加検査を受けずに済み、適切な治療に進むこ
とができました。
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細胞診の再提出

考察
リンパ腫は、犬の最も一般的な造血器腫瘍であり、さまざま
な亜型があります。1 犬で最もよく診断されるのは、びまん性
大型細胞性リンパ腫であり、高頻度に全身リンパ節の腫脹が
見られます。1 細胞診は、最初の検査として広く利用される方
法ですが、検体品質の不良、細胞の脆弱性、あるいは確定診
断を困難にする反応性リンパ球への変化などが原因で、時に
診断に至らない場合があります。ソフィーの症例では、細胞崩
壊が顕著であったため、判断に重要な箇所で不明確であり、
初回の細胞診では確定診断が困難でした。

IDEXX Cancer Dx™ が、診断に大きく役立ちました。血液を
利用した検査であるため、採材や組織の質による制限を回避
でき、結果として優れた検査精度でリンパ腫に関連する血中バ
イオマーカーの検出が可能になります。IDEXX Cancer Dx は、
特異度 98.9%、感度 79.3% であり、信頼性の高い検査です。
2 がんの診断という、感情面および医学的に重大な影響を伴う
意思決定が求められる状況において、この正確性は、陽性結
果が真の疾患を反映していることを臨床医と飼い主の双方に
安心感を示すものです。

ソフィーの症例では、IDEXX Cancer Dx でリンパ腫の存在が確
認できただけでなく、免疫表現型が B 細胞であることも特定
できたため、医療チームは、的確な治療計画を進めることで
きました。表現型分類は犬のリンパ腫における最も重要な予
後指標の一つであり、B 細胞リンパ腫は一般に生存期間中央
値が長く、化学療法に対する反応も良好であることが知られて
います。3 診断時に追加の検体採取を行うことなくこのような
予後情報が得られたことで、ソフィーの家族とより多くの情報
に基づいて話しをすることを可能にし、治療計画の立案も迅
速に進めることができました。IDEXX Cancer Dx では、 
リンパ腫と一致する結果となった検体の 56% で表現型を特定
できます。2

本症例では、IDEXX Cancer Dx が、臨床症状や臨床的疑いと
組み合わせることで、犬のリンパ腫診断の一助となり得ること
を示しています。1 回の採血で確認検査と表現型の情報が得
られれば、診断が迅速化され、不確定な細胞診に伴う遅れ
が減り、獣医師の臨床判断への信頼性が高まります。IDEXX 
Cancer Dx を診断ワークフローに組み込むことで、リンパ腫の
診療水準の向上や患者の転帰の改善が期待できます。

ここで示した臨床兆候と症例の診断は、この患者固有のものであり、診断と治療の決定は、主治
医の責任で行ってください。
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